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緒 言

亜硫酸パルプ廃液は生物化学的酸素要求量が大であり河川を汚濁すること著しきものの一つ

とされている1)｡

亜硫酸パルプ廃液 (SSL)の生物化学的酸素要求量 (BOD)は主としてその含有する糖類に

よるものであり更にその糖叛は,原料木材の樹種,蒸解条件即ち蒸解液中組成,,蒸解温度,慕

解時間などによりその種額,含有量を自ら異にするものであって,針葉樹溶 解 用 (N.DP-)

SSLが最も多く,広葉樹製紙用 (L Pp-)SSLが最も少くて大約 5-1.5g/100mlである｡

現在までこれら糖類の利用に関しては幾多の研究が行ほれ,アルコール,飼料酵母の製造等

二,三工業化されたがこれらに利用される SSLは極一部分に過ぎず他は普遍的な適切な利用

法がないのでそのまま,河川に放流されている現状である｡

実 験

a) SSL中の糖の種類について

試料 として用いたの笹, アカマツ (PinusdensijloraS･etZ･),ブナ (Faguscrenaiai
Blume),カバ (BelulaTaushii,Koidz)の SSLで蒸解条件,BODは第 1表に示す如きも

のである｡

Table1 CookingConditions.

一般に亜硫酸蒸解にあっては 100oC 附近から arabinose を生じ, これから少し遅 れ て

Ⅹyloseを生じ始める｡ついで 110oC附近で galactoseを生じ始め 120oC 前後で mannose
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を生 じ最後に 130oC附近から glucoseを生じ始める2'｡

SSL 中の単糖類を Paperpartitionchromatograph法で分つに当っては妨害物質がある

ので次の如き方法によって行った｡

先づ試料 SSL50mlを Beakerにとり砂皿上で加熱し,亜硫酸ガスを放出せしめて除去 し

た後,これをかきまぜながら3%の β-naphthylamineの 0.3二N塩酸溶液を添加し,湯せん

上で1h加熱する｡放冷後 glassBlter(IG3)で炉過する｡かくして1)グニソの大部分を除

去 した折液の一部をとりFehling民法により還元糖を glucoseとして算出した3'｡

Table2 SugarContentofSSL

PineSSL

ReducedSugarsg/100ml

BeechSSL BirchSSL

更にこの折液の一定量をとり cation交換樹脂 amberh'teIR120,および anion交換樹脂

amberliteIR4で処理 し,精製 し更に蒸発乾個の後2%溶液として paperpart比ionchr-

omatograph用にした｡=Lt.

展開用紙は東洋口底 Nも.~150の 40cmx20cm を用い,その下部より8cm のところに塗布

(spotting)し展開剤としてほ,Butanol:Ethanol:Water-40:ll:19(Ⅴ/V)を用い顕

色剤として,anilinehydrogenphthalateを用いた｡その結果は第 1図の如くであった｡
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即ち針葉樹材7カマツの SSLでは mannoseの

量 最も多く Ⅹylose,galactose, glucose を認め

る｡この外にこっの oligosaccharide の存在を認

めた｡

広葉樹材カバ,ブナの SSLでは Ⅹylose が甚だ

多 く,少量の glucose･galactosP,極少量の man-
noseの存在と三つの oligosaccharideの spotを

認めた｡

かくて試料として用いた SSL 中の主なる単糖類

L7.2 は,Mannose,Ⅹylose であるのを知ったのでこの

両者の定量を試みた｡

さきに得たる精製試料糖 液 2-10〃1を東洋口紙

No.50(40cmx20cm)上に前と同方法にて≡段展

GGl｡｡｡S｡, GaGala｡t｡S｡. 開後乾燥 し,各々を st′ripに切断した後一つおきに

ooligosaccharide anilinehydrogenpbthalate で顕色し各成分糖の

位置を明かとし他の一つおきのこれに相当する位置を-糖ずつ矩形に切断し,これら各々から

各単糖類を水で流出し,蒸発乾溜後糖含有量が 10-50fLg/mlとなるように溶解した溶液を用

いて mannoseは anthrone法4)により,625mJJで Ⅹyloseは orcinol法5)で 650m〃で定

量 した結果は第 3表の如くである｡

さて BOD の試料 として用いたアカマツ,ブナ,カバの SSL中の単糖類として mannose,
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Table3

Ⅹylose,glucose および galactose の存在を認め,その主成分である mannose,Ⅹylose

紘,アカマツ SSLではそれぞれ 52.8%,13.1%カバ SSL中の Ⅹyloseは 80.6%であるの

を知ったので,これら単糖類自体の BOD とこれをさきに石灰処理を行い糖類を殆んど除去

L BOD を 124ppm に低下させしめたアカマツ SSLに添加した場合の BOD の変化につ

いて検討 したのに第4表第 5表の如き結果を得た｡

Table4 TheSugarSolutionBOD.(2% SPolution)

Incubationdays F Gl芸BoBe｡,m
Ⅹylose
BOD ppm

2

5

7

01

3

0

0

0

2

8

8

6

4

7

7

6

Mannose
BOD ppm

8

0

0

6

8

6

1

1

2

3

2

2

Table5

ⅩyloseSoln. MannoseSoln. GlucoseSoln.

2day-:,OB I5day雫軒 2day-B,0,Dmf5day-B,OB i2day-B,0,Dmi5day-冒認

1

1

1

1

1

l

1

2

3

4

5

l

1

0

0

0

6

9

7

6

6

2
.
1

2

0

4

3

2

3

1

1

1

1

2

0

一7

5

8

9

4

2

6

2

0

4

2

1

4

6

6

5

01

4

8

9

3

5

0

4

2

5

5

3

0

1

4

5

.4

7

31

6

0

0

0

0

0

2

9

5

8

6

8

3

9

6

9

6

9

1

2

8

2

8

5

5

8

1

3

2

5

2

6

7

9

11

1

5

0

0

0

5

8

4

1

8

6

3

6

1

5

1

1

2

2

glucose,mannose,Ⅹyloseの BOD は, glucos?が最も大きく,日数の経過,添加量の
増加に従って BOD も増大 してゆくが Mannose,Ⅹylose にあってほ,日数の経過,添加量

の増加必ずしも BOD の増大を示さないのを認めた｡BOD の測定は好気性細菌による溶存酸

素の消費によるものであるが,BOD瓶を incubateの際植種として黄葉の下水を用いた事,

- 8-



小林 :亜硫酸パルプ廃液に関する研究 (第4報)

又窒素源の不足なども考へられるのでこの点は次の機会に検討する｡

績 語

亜硫酸パルプ廃液の BODは大であり,その主原因がこれが含有している糖類によるものと

されている｡然しSSL の含有する糖類は,樹種,蒸解条件により甚だ異るものであるので,

試料としてのアカマツ,カ/i,ブナの SSLの糖叛の検さくを行いmannose,Ⅹylose,galac-

tose,gluccEe,C1igoEaCCharideの存在を認め,これら単糖類享の BODは,glucoseが最も

大であり,mannose,Ⅹylose,ほ,添加量の増大,日数の経過必ずしも BOD の増大を示さ

ないことを知った｡

R6sum6

TheBiochemicalOxygenDemand(B.0.D.)ofthesul丘tewasteliquor(SSL)is

duechie且ytothecarbohydratecontentoftheliquor.

ThesugarsintheSSL wererecoveredbydialysiisandionexchange..resin

treatmentoftheliquor.

Theserecoveredsugarsandknow.nsugarmixture15-xylose,mannose,glucose,

andgalactose-wereseparatedbythepaperpartitionchromatographusingn-butanol:

ethanol:water:40:ll:19(Ⅴ/v)system.

ThesugarspresentintheSSLlderivedfrom pine,birch,andbeechwerefound

asfollows:-(Fig.1).

Pine:-mannose,Ⅹylose,galactose,glucoseandtwooligosaccharides;birch

andbeech:-Ⅹylose,glucose,mannose,galactoseandthreeoligosaccharies.

TheB.0.D.determinationsincludedpuresugaraloneandmixedwiththetreated

SSLwhichhas'beenremovedtheorganicsubstancesabout70% oftheliquorl).

Theresultwereshownintable4and5.

TheB.0.D.oftheglucosewasfoundlargerthanthatofxyloseormannose.
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